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◆
く
る
め
水
墨
画
教
室　

毎
月
第

１
・
第
３
木
曜
日
の
午
前　

時
〜
正

１０

午
、
福
祉
会
館
で
。
会
費
月
１
５
０

０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
指
導
は
日
本

水
墨
画
協
会
講
師
の
宮
澤
栄
之
氏
。

詳
し
く
は
�
橋
�　

・
６
７
８
８
へ
。

５８

　

◆
朗
読
ひ
ま
わ
り　

毎
月
第
１
・

第
３
金
曜
日
の
午
前　

時
〜
正
午
、

１０

中
央
公
民
館
で
。
会
費
月
２
５
０
０

円
。
詳
し
く
は
平
田
�　

・
４
８
５

７２

４
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
さ
つ
き
会
）　

月
４

回
、
火
曜
・
金
曜
日
の
午
後
７
時
〜

９
時
半
、
中
央
公
民
館
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
、
会
費
月
１
０
０
０
円
。

見
学
歓
迎
。
詳
し
く
は
茂
木
�　

・
７３

２
１
０
６
へ
。

　

◆
ひ
が
し
く
る
め
手
打
ち
う
ど
ん

の
会　

月
１
回
、
日
曜
日
の
午
後
１

時
か
ら
が
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
、
木

曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
が
西
部
地
域

セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
１
回
８
０
０
円
。

６
月
は　

日
（
日
）
と　

日
（
木
）

１２

１６

に
実
施
。
詳
し
く
は
江
森
�　

・
３

７３

６
３
７
へ
。

　

◆
和
紙
ち
ぎ
り
絵
の
会　

毎
月
第

１
月
曜
日
が
市
民
プ
ラ
ザ
会
議
室
、

第
３
金
曜
日
が
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー

で
。
会
費
月
２
０
０
０
円
程
度
。
初

心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
岡
野
�　

・
７８

８
４
１
１
へ
。

　

◆
歌
謡
（
ス
マ
イ
ル
成
美
）　

毎
月

第
１
・
第
３
木
曜
日
の
午
後
１
時
半

〜
３
時
半
、
成
美
教
育
文
化
会
館
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
３
５

０
０
円
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
、
レ

ト
ロ
音
楽
を
歌
う
。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
関
�　

・
７
２
２
２
へ
。

７２

　

◆
少
年
野
球
ド
リ
ー
ム
セ
ブ
ン　

毎
週
土
曜
・
日
曜
日
の
午
前
中
、
第

七
小
学
校
校
庭
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
１
５
０
０
円
。
小
・

中
学
生
。
ス
ポ
ー
ツ
で
仲
間
を
。
詳

し
く
は
前
原
�　

・
６
４
８
８
へ
。　

７２

　

◆
墨
華
（
ぼ
っ
か
）
書
道
会　

月

２
回
、
木
曜
日
の
午
後
１
時
〜
３
時
、

中
央
公
民
館
で
。
会
費
月
３
０
０
０

円
。
詳
し
く
は
鈴
木
�　

・
７
８
０

２２

４
へ
。

各
１
人
の
講
師
が
指
導
。
詳
し
く
は

渡
部
（
わ
た
な
べ
）
�　

・
７
２
０

７４

６
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
リ
ト
ル
・
ブ
ー

ケ
）　

毎
週
金
曜
日
の
午
前
９
時
半

〜　

時　

分
、
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

１１

４５

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月

２
０
０
０
円
。
多
少
経
験
が
あ
る
方
。

プ
ロ
の
女
性
講
師
が
指
導
。
詳
し
く

は
畠
（
は
た
）
�　

・
５
２
４
６

７２

（
夜
間
）
へ
。

　

◆
金
曜
囲
碁
ク
ラ
ブ　

毎
週
金
曜

日
の
午
後
１
時
〜
５
時
、
さ
い
わ
い

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
男
性
が

４
０
０
０
円
、
女
性
が
２
０
０
０
円
。

詳
し
く
は
三
沢
�　

・
２
２
３
０
へ
。

７３

　

◆
マ
ジ
ッ
ク
発
表
会
（
東
久
留
米

奇
術
同
好
会
マ
ジ
ッ
ク
Ｂ
Ｏ
Ｘ
）　

６
月　

日
（
日
）
午
後
１
時
半
開
演

１２

（
１
時
開
場
）、
成
美
教
育
文
化
会
館

で
。
入
場
無
料
。
詳
し
く
は
あ
た
か

�　

・
１
６
０
５
へ
。

６４

　

◆
み
ん
な
の
う
た
ご
え
喫
茶
（
う

た
の
広
場
の
会
）　

６
月　

日
（
日
）

１９

午
後
２
時
〜
４
時
、
市
役
所
１
階
屋

内
ひ
ろ
ば
で
。
参
加
費
３
０
０
円（
紅

茶
・
ケ
ー
キ
・
貸
し
出
し
歌
集
代
）。

定
員
１
０
０
人
。
詳
し
く
は
小
坂
�

　

・
４
７
７
１
へ
。

７７
　

◆
第　

回
住
宅
デ
ー
（
建
設
ユ
ニ

２８

オ
ン
）　

６
月
５
日
（
日
）
午
前　

時
１０

〜
午
後
３
時
、
①
有
限
会
社
篠
宮
工

務
店
前
（
幸
町
一
丁
目
）
②
浅
間
町

地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
入
場
無
料
。
無

料
住
宅
相
談
、
包
丁
研
ぎ
、
ま
な
板

削
り
、
な
ど
。
詳
し
く
は
①
が
多
摩

西
北
支
部
・
篠
宮
�
０
９
０
・
２
２

５
９
・
２
０
８
２
②
が
東
埼
支
部
・

石
原
�　

・
５
６
２
３
へ
。

２３

　

◆
冬
ソ
ナ
フ
ァ
ン
の
集
い　

東
久

in

留
米
（
劇
団
シ
ン
デ
レ
ラ
）　

６
月　
２５

日
（
土
）
午
後
２
時
開
演
（
１
時
半

開
場
）、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
参

加
費
２
０
０
０
円
。
要
予
約
。
詳
し

く
は
橋
詰
�
０
９
０
・
９
８
４
４
・

７
１
８
５
へ
。

　

◆
く
る
め
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
写
真

展　

６
月　

日
（
土
）
〜　

日
（
日
）

１８

２６

午
前
９
時
〜
午
後　

時
（　

日
は
午

１０

１８

コマメに買い物袋を持って登場▲

昨年の会場（市民プラザ）から

　
「（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け
て
の
会

（
ま
ち
さ
ぽ
設
置
の
会
）」
は
、
住

　
　

年
度
中
、
当
市
の
危
険
物
施

１６
設
で
の
事
故
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力

と
ご
努
力
に
よ
り
、
発
生
せ
ず
に

済
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
は
危
険
物

施
設
で
の
事
故
は
絶
え
ま
せ
ん
。

特
に
、
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
の
給
油

中
の
事
故
や
単
独
荷
降
ろ
し
中
の

操
作
ミ
ス
に
よ
る
事
故
。
ま
た
、

地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
や
配
管
か
ら
の

漏
え
い
事
故
な
ど
は
当
市
に
お
い

３つのチームの概要

活動内容チーム名

　  行政と協働でどのような話し合

  いの場をつくるのか、まちさぽの

  課題の取り上げ方や探し方、課題

  解決支援の進め方を組み立て、実

  験していきます。

①まちさぽ実験隊

（テーブルチーム）

　  地域に出向いていろいろな情報

  を収集し、まちづくりの課題解決

  に役立たせる予定です。

　  １８年度の運用を目指してコンテ

  ンツ（情報の内容）を収集します。

 ② ＷＥＢチーム

　  まちさぽの組織・設置時期・事

  務局・予算・拠点等について検討

  します。

③組織チーム

（ 組織準備チーム）

み
続
け
た
い
と
思
う
魅
力
あ
る
ま

ち
を
目
指
し
、
市
民
主
体
で
話
し

合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。
毎
月
１

回
の
定
例
全
体
会
の
ほ
か
に
、「
ま

ち
さ
ぽ
」
の
立
ち
上
げ
に
向
け
て
、

今
年
度
は
３
つ
の
検
討
チ
ー
ム

（
上
表
参
照
）を
つ
く
り
実
験
し
な

が
ら
具
体
的
な
活
動
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
と
行
政
と
の
架
け
橋
と
な

る
「
ま
ち
さ
ぽ
」
の
設
置
に
向
け

て
、
一
緒
に
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

各
チ
ー
ム
の
検
討
作
業
は
、
既

に　

人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
で
ス

１０
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
途
中
か

ら
の
随
時
参
加
も
歓
迎
で
す
。

　

検
討
の
内
容
や
手
法
等
は
、

チ
ー
ム
に
参
加
す
る
皆
さ
ん
で
決

め
て
い
き
ま
す
。

　

あ
な
た
の
力
、
ア
イ
デ
ア
を
ま

ち
づ
く
り
へ
生
か
す
と
き
で
す
。

　

都
営
住
宅
（
地
元
割
当
分
）

の
入
居
者
を
次
の
通
り
募
集
し

ま
す
。

　
【
募
集
住
戸
】
南
町
一
丁
目

（
２
人
以
上
向
＝
１
戸
）▽
幸
町

一
丁
目（
１
〜
２
人
向
＝
３
戸
）

▽
幸
町
一
丁
目
（
２
人
以
上
向

＝
２
戸
）
▽
中

央
町
二
丁
目

（
２
人
以
上
向

＝
２
戸
）
▽
中

央
町
二
丁
目

（
３
人
以
上
向

＝
１
戸
）

　
【
申
し
込
み
資
格
（
家
族
）】

次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方
。
①
申
込
者
本
人
が

市
内
に
居
住
す
る
成
年
者
（　
２０

歳
未
満
の
既
婚
者
を
含
む
）
で

あ
る
こ
と
②
現
に
同
居
し
、
ま

た
は
居
住
し
よ
う
と
す
る
親
族

が
い
る
こ
と
③
所
得
が
定
め
ら

　

推
進
重
点
内
容
は
、次
の
５
項

目
で
す
。①
暴
走
族
追
放
気
運
の

高
揚
②
若
者
の
交
通
安
全
意
識
の

向
上
③
暴
走
族
お
よ
び
車
両
の
不

法
改
造
業
者
の
指
導
・
取
り
締
ま

り
強
化
④
暴
走
族
へ
の
加
入
阻
止

　
「
消
費
生
活
」を
取
り
巻
く
問
題

は
、
衣
・
食
・
住
な
ど
暮
ら
し
に

お
け
る
あ
ら
ゆ
る
契
約
や
商
品
の

購
入
を
は
じ
め
環
境
問
題
に
至
る

ま
で
と
て
も
幅
が
広
い
も
の
で
す
。

そ
ん
な
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
、

物
質
的
に
豊
か
に
な
っ
て
き
た
反

面
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
「
消
費
」

の
大
切
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

消
費
生
活
展
を
機
会
に
、
今
一
度

「
も
っ
た
い
な
い
」と
い
う
考
え
方

を
基
本
に
わ
た
し
た
ち
の「
消
費
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

消
費
生
活
展
は
、
真
に
心
豊
か

な
暮
ら
し
を
自
ら
見
い
出
し
て
い

け
る
よ
う
、
消
費
生
活
上
の
身
近

な
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
消
費
者
意

識
の
高
揚
と
消
費
生
活
の
向
上
を

図
る
た
め
、
市
と
実
行
委
員
会
の

共
催
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

回
目
を
迎
え
る

３４
今
年
度
は　

月　

日

１２

１０

（
土
）・　

日
（
日
）

１１

の
２
日
間
、
市
民
プ

ラ
ザ
で
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　

食
や
環
境
な
ど
消

費
生
活
に
関
す
る
日

ご
ろ
の
成
果
発
表
の

場
と
し
て
、
自
分
た

ち
の
活
動
や
運
動
を

広
く
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し

た
い
方
、
こ
れ
を
機

会
に
普
段
暮
ら
し
の

な
か
で
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と

を
勉
強
し
て
み
た
い
方
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

実
行
委
員
会
は
、
同
展
に
参
加

す
る
団
体
・
事
業
者
や
個
人
の
方

で
構
成
さ
れ
、
テ
ー
マ
や
イ
ベ
ン

ト
の
内
容
等
を
参
加
者
の
皆
さ
ん

が
一
か
ら
検
討
し
て
い
く
場
で
す
。

第
１
回
実
行
委
員
会
を
６
月　

日
２７

（
月
）午
前　

時
か
ら
市
民
生
活
館

１０

で
開
催
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
６
月　

日
（
木
）

２３

ま
で
に
（
必
着
）、
名
前
・
住
所
・

電
話
番
号
・
活
動
内
容
ま
た
は
参

加
し
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
記

生活文化課メールアドレス
seikatsubunka@city.higashikurume.lg.jp

消 費 生 活 展 の 
参加者大募集！

 ～ちょっと待って～ちょっと待って 
「もったいない」から「もったいない」から 

考えよう～考えよう～ 

　

就
職
は
、
生
活
の
安
定
確
保
や

労
働
を
通
じ
た
社
会
参
加
な
ど
、

人
間
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
上
で

基
本
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
の
た

め
、
採
用
選
考
は
応
募
者
の
適
性

と
能
力
に
基
づ
き
公
正
に
行
わ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

都
で
は
６
月
を
「
就
職
差
別
解

消
促
進
月
間
」
と
し
、
就
職
差
別

を
な
く
し
就
職
の
機
会
均
等
を
確

保
す
る
た
め
、
東
京
労
働
局
お
よ

び
公
共
職
業
安
定
所
等
と
連
携
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

月

間

事

業 

☆ 
講
演
と
映
画
の
集
い

　
【
日
時
】
６
月　

日
（
月
）・　

２０

２３

日
（
木
）、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半

〜
４
時

　
【
内
容
】
①
講
演
「
人
権
尊
重
と

企
業
の
責
任
」、講
師
は
プ
ラ
ン
タ

ン
銀
座
取
締
役
の
永
峰
好
美
氏
②

映
画
「
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

総

務
部　

栗
原
恵
の
提
案
」

　
【
会
場
】
千
代
田
区
公
会
堂
（
地

下
鉄
東
西
線
九
段
下
駅
か
ら
徒
歩

３
分
）

　
【
定
員
】
先
着
８
０
０
人

　
【
入
場
料
】
無
料

　

当
日
直
接
会
場
へ
。

☆ 
人
権
啓
発
映
画
会

　
【
日
時
】
６
月
９
日
（
木
）
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と
暴
走
族
か
ら
の
離
脱
・
立
ち
直

り
支
援
対
策
の
推
進
⑤
青
少
年
へ

の
声
掛
け
・
対
話
を
通
じ
た
健
全
育

成
お
よ
び
非
行
防
止
活
動
の
推
進

　

学
校
、
職
場
が
夏
休
み
に
入
る

前
は
、
若
者
に
よ
る
二
輪
車
、
四

輪
車
の
暴
走
行
為
が
多
発
し
ま
す
。

道
路
交
通
、
道
路
付
近
住
民
に
多

大
な
迷
惑
を
掛
け
る
よ
う
な
暴
走

行
為
は
徹
底
的
に
取
り
締
ま
り
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
一
丸
と
な
り
、

非
行
、
暴
走
行
為
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。
非
行
、
暴
走
行
為
を
見

た
ら
、
す
ぐ
に
１
１
０
番
を
。

　

詳
し
く
は
田
無
警
察
署
�　

・
６７

０
１
１
０
へ
。

都
営
住
宅
（
地
元
割
当
分
） 

入
居
者
募
集

れ
た
基
準
内
で
あ
る
こ
と
④
住

宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　
【
申
し
込
み
資
格（
単
身
者
）】

次
の
①
②
お
よ
び
前
記
の
③
④

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
。

①
申
込
者
本
人
が　

年
６
月
９

１４

日
以
前
か
ら
市
内
に
引
き
続
き

３
年
以
上
居
住
す
る　

歳
以
上

５０

の
単
身
者
で
あ
る
こ
と
②
同
居

親
族
が
い
な
い
こ
と

　
【
募
集
案
内
等
の
配
布
】６
月

１
日
（
水
）
〜
８
日
（
水
）
に
、

地
域
政
策
課
（
市
役
所
５
階
）

で
　

申
し
込
み
は
６
月　

日（
金
）

１０

ま
で
に
（
必
着
）、
募
集
案
内
に

同
封
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
市
役
所
あ
て
郵

送
を
。
窓
口
で
の
受
け
付
け
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
同
課
住
宅
政
策
係

�　

・
７
７
６
４
へ
。

７０

て
も
起
こ
り
え
な
い
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
故

を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、
普
段

か
ら
の
危
険
物
の
保
安
の
確
保
や

地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
等
の
適
正
な
維

持
管
理
は
も
と
よ
り
、
危
険
物
安

全
週
間
期
間
中
に
は
、
普
段
見
落

と
し
が
ち
な
部
分
を
再
点
検
し
、

よ
り
一
層
安
全
を
確
保
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
【
主
催
】
消
防
庁
、
地
方
公
共
団

体
、
全
国
消
防
長
会
、
全
国
危
険

物
安
全
協
会

　
【
危
険
物
実
務
講
習
会
】危
険
物

施
設
事
業
所
を
対
象
に
６
月　

日
１０

（
金
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
、
東

久
留
米
消
防
署
で
実
施
し
ま
す

　

※
市
内
対
象
事
業
所
に
は
事
前

に
連
絡
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
署
予
防
課
危
険
物

係
�　

・
０
１
１
９
へ
。

７１

午
後
２
時
〜
４
時
半

　
【
内
容
】
①
「
ツ
イ
ン
ズ　

（
セ

１７

ブ
ン
テ
ィ
ー
ン
）」
②
「
差
別
っ
て

い
っ
た
い
何
や
ね
ん
」
③
「
ケ
ー

ス
で
学
ぶ
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
応
」

　
【
会
場
】東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ

ザ
ホ
ー
ル
（　

山
手
線
渋
谷
駅
か

JR

ら
徒
歩　

分
）

１２

　
【
定
員
】
２
４
０
人
（
要
事
前
申

し
込
み
）

　
【
入
場
料
】
無
料

　

申
し
込
み
は
財

団
法
人
東
京
都
人

権
啓
発
セ
ン
タ
ー

�　

・
３
８
７
６
・
５
３
７
２
へ
。

０３

　

詳
し
く
は
都
産
業
労
働
局
�

　

・
５
３
２
０
・
４
６
４
９
ま
た

０３は
市
総
務
部
総
務
課
庶
務
係
�

　

・
７
７
１
４
へ
。

７０

　
【
ま
ち
さ
ぽ
全
体
会
の
お
知
ら

せ
】
毎
月
第
２
土
曜
日
の
午
後
２

時
〜
５
時

　

※
満
２
歳
〜
未
就
学
児
の
保
育

あ
り
。
事
前
に
申
し
込
み
を
。

　

※
手
話
通
訳
付
き
。

　

詳
し
く
は
生
活
文
化
課
�　

・
７０

７
７
３
８
へ
。

入
し
て
、
〒
２
０
３
―
８
５
５
５
、

市
役
所
生
活
文
化
課
市
民
協
働
係

あ
て
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

（
上
記
ア
ド
レ
ス
参
照
）
で
応
募
を
。

　

詳
し
く
は
同
係
�　

・
７
７
３

７０

８
へ
。
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会
員
募
集 

 
催　
　

し 

昨年の会場（市民プラザ）から

 ～ちょっと待って 
「もったいない」から 

考えよう～ 

17.  6.  1
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○福
 

医
療
証
を
更
新
し
ま
す

予
約
を
。

　

申
し
込
み
は
６
月　

日
（
金
）

１０

ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

フ
ィ
フ
テ
ィ
２
主
催

企
画
『
ほ
っ
と
広
場
』

「
二
人
目
出
産
を
迷
う
と
き
」

　

第
一
子
出
産
後
、
二
人
目
以
降

の
出
産
を
迷
っ
て
い
る
方
を
対
象

に
、
一
人
っ
子
の
子
育
て
を
し
て

い
る
方
、
子
ど
も
が
二
人
、
三
人

い
る
先
輩
マ
マ
の
体
験
談
を
聞
き

な
が
ら
、
子
育
て
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。
夫
の
家
事
・
育
児
へ
の
協

力
や
自
分
の
時
間
の
つ
く
り
方
な

座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
号
は

「
お
し
ゃ
べ
り
」に
ち
な
ん
だ
２
つ

の
講
座
の
ご
案
内
で
す
。

第
１
回
ビ
デ
オ　
 de

お

し

ゃ

べ

り

上

映

映

画 

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
ガ
ー
ル
」

（
２
０
０
１
年
・
日
本
）

　

女
性
や
男
性
の
生
き
方
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
を
鑑
賞
し
、
上
映

後
の
「
お
し
ゃ
べ
り
」
の
時
間
に
、

感
想
を
語
り
合
い
ま
す
。

　

今
回
の
作
品
の
テ
ー
マ
は
「
幸

せ
っ
て
、
何
？
」、
監
督
は
松
浦
雅

子
、
主
演
は
米
倉
涼
子
。
原
作
か

ら
製
作
・
監
督
が
す
べ
て
女
性
と

い
う
日
本
映
画
と
し
て
は
珍
し
い

作
品
で
す
。

保

険

料

免

除

の 

所
得
基
準
が
変
更

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

（
全
額
・
半
額
）
や
学
生
納
付
特

例
は
、
本
人
・
配
偶
者
お
よ
び

世
帯
主
（
学
生
納
付
特
例
は
本

人
の
み
）
の
前
年
の
所
得
で
審

査
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
保
険
料
申
請
免

除
お
よ
び
学
生
納
付
特
例
の
所

得
基
準
が
、
下
表
の
通
り
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

学
生
納
付
特
例
制
度
の 

対

象

校

が

拡

大

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
在

学
期
間
中
の
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
、

保
険
料
を
猶
予
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
各

種
学
校
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

厚
生
労
働
省
に
定
め
ら
れ
た
一

部
の
学
校
に
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
４
月
か
ら
、
す
べ
て
の

各
種
学
校
（
１
年
以
上
の
過
程

に
在
籍
し
て
い
る
方
）
が
対
象

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請

免除の対象となる所得の目安

１７年度の基準１６年度の基準
世 帯 構 成

半額免除全額免除半額免除全額免除

２８２万円１６２万円２８５万円１６４万円４人世帯（夫婦・子２人）

１９５万円９２万円１７２万円９４万円２人世帯（夫婦のみ）　

１４１万円５７万円８５万円３５万円単身世帯　

に
は
、
年
金
手
帳
と
学
生
証
、

家
族
が
申
請
す
る
場
合
は
印
鑑

が
必
要
で
す
。

　
【
学
生
納
付
特
例
と
な
る
所

得
の
目
安
】１
１
８
万
円
＋（
扶

養
親
族
の
数
）
×　

万
円
＋
社

３８

会
保
険
料
控
除
等

若
年
者
納
付
特
例

制　

度　

の　

新　

設

　

４
月
か
ら　

歳
未
満
の
方
を

３０

対
象
に
、
世
帯
主
の
所
得
に
か

か
わ
ら
ず
本
人
と
配
偶
者
の
所

得
の
み
で
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
に
な
る
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民

年
金
係
�　

・
７
７
３
３
へ
。

７０

４
へ

　

◆
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
ド
ラ
ゴ

ン
）　

毎
週
、
土
曜
日
が
練
習
、
日
曜

日
が
試
合
、
滝
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

で
。
会
費
月
１
０
０
０
円
。　

歳
〜

２０

　

歳
未
満
の
方
、
特
に
投
手
歓
迎
。

４０昨
年
の
会
長
杯
で
準
優
勝
。
詳
し
く

は
菊
池
�
０
９
０
・
６
４
８
４
・
８

０
８
６
へ
。

　

◆
く
る
め
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル　

毎

週
水
曜
日
の
午
前　

時
〜
正
午
、
中

１１

央
公
民
館
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
０
円
。
詳
し
く
は
内

藤
�　

・
９
８
０
９
へ
。

７４

　

◆
か
ん
た
ん
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　

毎

週
金
曜
日
の
午
前　

時
〜　

時
半
、

１０

１１

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
１
回
５
０
０
円
。

　

歳
〜　

歳
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し

３０

６０

く
は
栗
田
�　

・
１
２
１
２
へ
。

５９

　

◆
く
る
め
歌
謡
詩
吟　

月
１
回
、

水
曜
日
の
午
後
２
時
〜
５
時
、
中
央

公
民
館
ほ
か
で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
会
費
月
１
０
０
０
円
。
歌
謡
と

民
謡
の
中
に
詩
吟
を
入
れ
て
唄
う
。

詳
し
く
は
石
川
�
０
８
０
・
１
１
３

９
・
４
３
５
４
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
リ
ベ
ラ
会
）　

毎

週
木
曜
日
の
午
後
７
時
半
〜
９
時
半
、

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
月
３
０
０
０
円
。

多
少
経
験
が
あ
る
方
。
詳
し
く
は
広

江
�　

・
３
７
９
６
へ
。

７５

　

◆
東
久
留
米
お
し
花
倶
楽
部　

主

に
第
２
火
曜
日
の
午
後
１
時
〜
３
時

半
、
成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
会
費

月
２
５
０
０
円
（
材
料
費
別
）。
初
心

者
歓
迎
。
見
学
自
由
。
詳
し
く
は
近

藤
�　

・
５
０
８
５
へ
。

５８

　

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
（
東
久
留
米

マ
リ
ア
ン
ヌ
）　

毎
月
第
２
〜
第
４

水
曜
日
の
午
後
１
時　

分
か
ら
、
市

１５

民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
ほ
か
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
、
会
費
月
１
０
０
０
円
。

世
界
中
の
踊
り
。
詳
し
く
は
木
村
�

　

・
０
２
２
１
（
午
後
６
時
以
降
）

７１へ
。

　

◆
華
道
サ
ー
ク
ル
草
月
流　

毎
月

第
２
・
第
４
金
曜
日
の
午
前　

時
〜

１０

午
後
５
時
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
２
０
０
０
円
（
花
代
別
）。
子

ど
も
歓
迎
。
詳
し
く
は
伊
東
�　

・
７１

６
６
９
７
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
ル
ン
バ
）　

毎
週

土
曜
日
の
午
後
７
時
半
か
ら
、
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
３
０
０
０
円
。
男
女

午
前

時

午
後

時
（

日
は
午

１

１

後
１
時
か
ら
、　

日
は
午
後
５
時
ま

２６

で
）、
中
央
公
民
館
で
。
入
場
無
料
。

詳
し
く
は
園
田
�　

・
８
１
７
７
へ
。

２２

　

◆　

周
年
記
念
大
人
の
た
め
の
お

２０

は
な
し
会
（
滝
山
お
は
な
し
の
会
）　

６
月　

日
（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時
、

１１

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費
無

料
。「
白
鳥
」「
ね
む
り
ひ
め
」
な
ど

の
語
り
。
要
電
話
申
し
込
み
。
詳
し

く
は
五
十
嵐
�　

・
６
２
９
１
へ
。

７４

　

◆
バ
ザ
ー
（
杉
の
子
学
園
第
二
福

祉
作
業
所
）　

６
月
７
日
（
火
）
午
前

　

時
か
ら
、
滝
山
団
地
セ
ン
タ
ー
前

１０広
場
で
。
雨
天
の
場
合
は　

日
（
金
）。

１０

バ
ザ
ー
品
の
寄
付
を
募
集
中
。
詳
し

く
は
同
作
業
所
・
園
部
�　

・
５
８

７３

９
６
へ
。

　

◆
南
会
津
の
森
と
高
原
の
花
・
旧

街
道
を
訪
ね
る
バ
ス
ツ
ア
ー
（
森
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　

６
月
９
日
（
木
）

午
前
７
時
発
（
事
前
相
談
の
上
、
東

久
留
米
駅
な
ど
の
最
寄
り
駅
前
で
バ

ス
に
乗
車
）、　

日
（
金
）
夕
方
帰
着
。

１０

参
加
費
１
万
４
０
０
０
円
（
１
泊
２

食
・
バ
ス
代
含
む
）。
健
康
で
平
地
で

の
１
時
間
程
度
の
歩
行
が
可
能
な
方
。

単
独
参
加
可
。
要
申
し
込
み
。
詳
し

く
は
竹
崎
�　

・
５
９
３
２
へ
。

６３

　

◆
東
京
大
学
田
無
演
習
林
の
森
観

察
会
（
自
然
観
察
会
）　

６
月
５
日

（
日
）
午
前
９
時
半
受
け
付
け
、
同
演

習
林
正
門
（
西
武
バ
ス
六
角
地
蔵
尊

バ
ス
停
下
車
）
で
。
参
加
費
無
料
。

詳
し
く
は
古
田
島
�　

・
３
０
０
２

６５

へ
。

　

◆
自
分
に
合
っ
た
働
き
方
み
つ
け

講
座
（
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
ま
ち
東
く

る
め
）　

①
６
月　

日
（
月
）
が
午
前

１３

　

時
〜
正
午
、
ス
ペ
ー
ス
１
０
５
②

１０
　

日
（
土
）
が
午
後
２
時
〜
４
時
、

１８男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加

費
無
料
。
参
加
は
①
②
の
い
ず
れ
で

も
可
。
詳
し
く
は
横
山
�　

・
１
６

７５

９
３
へ
。

　

◆
６
周
年
記
念
カ
ラ
オ
ケ
祭
り
参

加
者
募
集
（
東
久
留
米
ひ
ば
り
カ
ラ

オ
ケ
同
好
会
）　

９
月
４
日
（
日
）
成

美
教
育
文
化
会
館
で
。
参
加
費
①
カ

ラ
オ
ケ
が
４
０
０
０
円
②
日
本
舞
踊

が
６
０
０
０
円
③
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
３

０
０
０
円
。
申
し
込
み
は
７
月　

日
１５

（
金
）
ま
で
。
詳
し
く
は
椎
名
�　

・
７１

５
９
６
７
へ
。

　

介
護
保
険
施
設
入
所
の
方
（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健

施
設
〈
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
除
く
〉、

介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
は
、
食

事
に
つ
い
て
一
日
当
た
り
定
額
の

標
準
負
担
額
を
負
担
さ
れ
て
い
ま

　

○福
 

医
療
証
は
７
月
１
日
で
毎

年
切
り
替
わ
り
ま
す
。
現
在
○福
 

医

療
証
を
お
持
ち
の
方
で
次
の
条
件

を
満
た
す
方
に
は
、
新
し
い
○福
 

医

療
証
を
６
月　

日
ま
で
に
郵
送
し

３０

ま
す
。

　
【
対
象
】次
の
す
べ
て
の
条
件
に

該
当
す
る
方
で
す
。
①
昭
和　

年
１０

７
月
２
日
〜
昭
和　

年
６
月　

日

１２

３０

に
生
ま
れ
た
方

②
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
ま
た

は
各
種
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
の

方
③　

年
中
の
本
人
の
所
得
が
都

１６

の
規
則
で
定
め
る
基
準
額（
下
表
）

　

入
院
時
の
食
事
療
養
費
（
標
準

負
担
額
）
に
関
し
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請

に
よ
り
「
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
の
交
付
を
受
け
る
と
本
人
負

担
額
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す

（
下
表
参
照
）。

　

入
院
中
で
新
た
に
申
請
さ
れ
る

方
や
７
月　

日
で
有
効
期
限
が
切

３１

れ
引
き
続
き
更
新
さ
れ
る
方
は
、

被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持
参
し
て

保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）
へ

申
請
を
。

 　

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
者
医
療

を
受
け
る
と
き
に
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請

高
齢
者
医
療
の
負
担
軽
減

措
置
を
受
け
て
い
る
方
は

　利用する皆さんが、月の途中から水道の使用を開始をされたと

き、または使用をやめられたときの水道料金について、使用日数

が１５日以内の場合は基本料金を１カ月分の２分の１として計算し

ていましたが、日割算定方式の導入後は、使用日数に応じて､基

本料金と従量料金を併せて日割計算します。

　この算出方式は、使用期間に５月１日以降の日を含む料金から

適用します。

　詳しくは都水道局多摩水道改革推進本部調整部業務指導課�

０４２・５２７・３３０８または市水道業務課�７１・５１８４へ。

○福 　所得制限基準額
基準額

（本人の年間所得）
扶養親族
などの数

２５７万２，０００円０人

３０５万２，０００円１人

３４３万２，０００円２人

１人につき
３８万円を加算

３人以上

入院時の食事代の標準負担額（１日当たり）
負担額区　　　　　　　分
７８０円一般被保険者　

６５０円 ９０日までの入院
住民税非課税世帯の方

５００円 ９０日を超える入院

３００円
７０歳以上で住民税非課税世帯かつ控除後の
所得が０円の方

※入院日数は過去１２カ月の入院日数となります。

福

祉

と

国

保

情

報

に
よ
り
「
国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
交
付
を
受
け
る
と
１
カ
月
の
負

担
限
度
額
が
１
万
２
０
０
０
円
か

ら
８
０
０
０
円
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
り
、
入
院
時
の
食
事
療
養
費
の

減
額
が
受
け
ら
れ
る
等
の
軽
減
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有

効
期
限
は
７
月　

日
で
す
の
で
引

３１

き
続
き
交
付
を
受
け
る
方
は
、
必

ず
診
療
を
受
け
る
前
に
交
付
手
続

き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
国
民
健
康
保
険

係
�　

・
７
７
３
２
へ
。

７０

す
。

　

通
常
７
８
０
円
で
す
が
、
低
所

得
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
次
の
通

り
軽
減
さ
れ
ま
す
。
①
住
民
税
世

帯
非
課
税
者
の
方
は
５
０
０
円
②

生
活
保
護
受
給
者
ま
た
は
住
民
税

以
下
の
方

　
【
お
持
ち
で
な
い
方
】「
お
知
ら

せ
」
を
送
り
ま
す
の
で
、
上
記
条

件
を
満
た
す
方
で
○福
 

医
療
証
の

交
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、

同
封
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
し
、
介
護
福
祉
課
医
療

係
（
市
役
所
１
階
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い

　

※　

年
１
月
２
日
以
降
に
転
入

１７

さ
れ
た
方
は
、
１
月
１
日
現
在
の

住
所
地
の　

年
度
課
税（
非
課
税
）

１７

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】
○福
 

（
東
京
都
老
人

医
療
費
助
成
制
度
）
は
、
既
に
都

議
会
で
廃
止
決
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
昭
和　

年
７
月
１
日
以
降
に

１２

生
ま
れ
た
方
に
は
適
用
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は
同
係
（
内
線
２
５
５

１
）
へ
。

介
護
保
険
標
準
負
担
額 

（
食
事
）
の
減
額
申
請

世
帯
非
課
税
で
老
齢
福
祉
年
金
の

受
給
者
の
方
は
３
０
０
円
で
す
。

既
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け

て
い
た
方
は
５
月　

日
で
有
効
期

３１

間
が
終
了
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
軽
減
制
度
の
利
用
の
継
続
を

ご
希
望
の
方
や
新
た
に
減
額
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
介
護
福
祉
課
へ

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
介
護
サ
ー
ビ
ス

係
（
内
線
２
５
５
５
）
へ
。

入院時食事代

（標準負担額 ) の

負担が軽減されます

男男男男男男男男男男男男男男男男女女女女女女女女女女女女女女女女平平平平平平平平平平平平平平平平等等等等等等等等等等等等等等等等推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進セセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーー男女平等推進センター
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【
あ
ら
す
じ
】Ｏ
Ｌ
を
辞
め
た
杏

（
あ
ん
）
は
、
長
年
貯
金
し
て
い
た

５
０
０
万
円
を
盗
ま
れ
、
彼
氏
に

も
捨
て
ら
れ
る
と
い
う
悲
惨
な
目

に
遭
う
。
大
家
に
追
い
出
さ
れ
、

つ
い
に
ホ
ー
ム
レ
ス
に
。
全
て
を

失
っ
た
後
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き

て
い
こ
う
と
す
る
ヒ
ロ
イ
ン
を
、

生
き
生
き
と
描
く
新
し
い
タ
イ
プ

の
日
本
映
画

　
【
日
時
】
６
月　

日
（
金
）
午
前

１７

　

時
〜
午
後
１
時
（
予
定
）

１０
　
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
会
議
室

　
【
参
加
費
】
無
料
（
茶
菓
代
を
１

０
０
円
別
途
い
た
だ
き
ま
す
）

　
【
定
員
】　

人
（
応
募
者
多
数
の

２４

場
合
は
抽
選
）

　

※
満
２
歳
〜
未
就
学
児
の
保
育

あ
り
。
６
月　

日
（
金
）
ま
で
に

１０

ど
に
つ
い
て
も
、
お
し
ゃ
べ
り
し

ま
し
ょ
う
。

　

※
２
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
入
室
可
。
人
数
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
申
し
込
み
時
に
確
認
を
。

　
【
日
時
】
７
月
４
日
（
月
）
午
前

　

時
〜
正
午

１０
　
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
会
議
室

　
【
定
員
】
先
着　

人
２４

　
【
参
加
費
】
無
料

　

※
満
２
歳
〜
未
就
学
児
の
保
育

あ
り
。先
着　

人
。６
月
２
日（
木
）

１０

〜　

日
（
木
）
に
電
話
で
申
し
込

２３
み
を
。

　

申
し
込
み
は
６
月
２
日
（
木
）

か
ら
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
市
民
の
参
画
の
も
と
講

　詳しくは男女平等推進センター（火曜日休館）
電話７２・００６１、ファクス７２・００５３、電子メール
fifty2@higashikurume-city.jpへ。
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そ　
の　
他 
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